
[実践的研究]

九州共立大学
スポーツ学部研究紀要
No. 3 2009年3月

本学男子バレーボール部におけるゲーム中のミスと勝融の関連

十河直太l¥坂井充1)

Relationship between winning or losing and misplay in 
Kyusyu Kyoritsu University men's volleyball team 

Naota SOGO 1) ， Mitsuru SAKAI1) 

1圃緒言

バレーボールの現場ではいまやスポーツ科学は必須

のものとなりつつあり，ゲーム分析から日常のトレー

ニングに至るまで幅広く取り入れられている.特に

ゲーム分析叫 2)，3)， 4)はIT技術の発達とともに研究が進

み，操作方法の簡便化やソフトの価格低ドなどに伴

い，プロのクラブチームのみならず，高校や大学の

チームにおいても活用することが多〈みられるように

なってきた また，米沢らによるとゲーム分析などス

ポーツ科学による研究成呆をコーチングの現場に反映

させるためには，分析署評価の内容が簡便で的確かっ

誰にでも用意に理解できる必要がある，)

現在，九州共立大学男子バレーボール部は九州バレ

ーボールリーグ(全7部)において2昔日に属してい

る 平成18年度からスポーツ学部が開設され，九州

全土を中心として優秀な選手が本学に入学するように

なったが，現時点では1部リーグのチームとのレベル

の差は如何ともし難い.その理由として選手個人の技

術レベル，チームとしての成熟度，戦術などが挙げら

れるが，私の主観としてはゲーム中におけるミスを犯

してしまう回数の違いが一番の要因であると考えてい

る凶周知のとおりバレーポールはネットを挟み自コー

ト内にポールを落とさずに如何にして相手チームの

コート内にポールを落とすかを競うゲームである.JII

国防は「スパイクは単独では存在しえないプレーであ

るjと述べているが，競技レベルが低いチームほど攻

撃に移行する以前のプレーで自らミスを犯してしまい，

I )九州共立大学スポ」ツ学部

失点してしまったり，相手チームに攻撃機会を与えて

しまうととが多いように恩われる 平成18年度から

本学男子バレーボール部に監督として携わってきたが，

前述した試合中のミスが本チームの最大の課題である

と考えている.本学男子バレーボール部は試合Ij九日

を見張るようなプレーも随所に見受けられるが，その

反面，容易なボール処理のミス，いわゆるイージーミ

スを犯してしまう局面が他のチームよりも多く見受け

られるように思える.すなわち，前述したようなミス

の頻度を減らすととが本学男子バレーボール部のレベ

ルアップを促すための最重要課題であると恩われる.

そこで本研究では，本学男子バレーボール部の強化

をサポートするための基礎資料を得るため，平成19

年秋期から平成20年夏季までの本学男子バレーボー

ル部のゲーム分析を行ない，ゲーム中のミスが勝敗に

及ぼす影響について検討することを第ーの目的とした.

また，相手チームのゲーム分析も同時に行なうことに

より，本学チームとの違いを重ねて検討することを目

的とした.同時に2つめの目的として，研究開始初期

から終了時まで縦断的に調査，検討することにより，

チームの成熟度を検討した.

2 方法

1 )対象

平成1盟年度春季九州大学パレーボールリーグ，平

成20年度春季九州大学バレーボールリーグ，平成20

年度西日本大学バレーボール選手権大会に出場した本
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学男子バレーボール部および対戦チームを分析の対象

とした.

本学男子バレーボール部は現在九州2部リーグに所

属しており，練習は週4日のボールを使用した体育館

での練習と週2日のトレーニング室でのトレーニング

を行っている.対戦チームは平成19年度春季九州大

学バレーボールリーグ，平成20年度春季九州大学バ

レーボールリーグにおいては本学と同じ九州2部リー

グに所属している大学であった.平成20年度西日本

大学バレーボール選手権大会における対戦チームはそ

れぞれ関西2部リーグ，関西3部リーグ，中国1部

リーグ，四国1部リーグに所属している大学であった.

2)撮影及び分析手段

ゲーム分析に用いる映像の撮影は，バレーボール

コート後方観覧席にコート全面(縦18メートル，横9

メートル)が収まるようビデオカメラを設置し，撮影

を行った.撮影した映像は後日，パソコンソフト等で

再生し，ゲーム中の各プレーを筆者が独自に作成した

評価シートに入力し，分析を行った.

3)評価項目

本研究では撮影した映像から以下の項目に着目し，

データ処理を行なった.評価項目は独自の項目を作成

した.尚，評価項目はMicrosoftExceH:て作成した評

価シートに入力した.主な評価項目の具体的な定義付

けに付いては以下に示す.

• Pha時分け

試合の各セットを 3つのPhaseに分割した. Phase 

分けは各セットどちらかが8点に達するまでをPhase

1 ，同様に 9-17点までをPhaseII，それ以降を

Phaseillとした.

. 得点，失点パターン

得点パターンはレセプションから攻撃しての得点

(R) ，ディグからの得点 (D)，プロックでの得点

(B)，相手のミスでの得点 (M)，サービスエースで

の得点 (S)のいずれかに分類した.ミスについては

得点時についてのミスのみ採用し，そのミスのパター

ンを記録した.

ミスの例)スパイクミス，サーブミス，タッチネッ

ト等

※レセプション;相手チームからのサーブをレシーブ

すること.ディグ;相手チームからのスパイク等の攻

撃をレシーブするとと.

. イージーミスの定義

プレー中に本来ならば処理できるポールをミスし，

その後のプレーに影響を与えるようなプレーをイー

ジーミスと定義した.このイージーミスは得点J失点

にかかわらず，プレー中にイージーミスしたものを全

て記録した.

イージーミスの例)チャンスボールの処理をミスし，

コンビ攻撃ができなかった.選手聞にボールがあり，

その処理が乱れた場合(お見合い)等.

その他の評価項目及び入力項目，入力後の評価シー

トの一例はTable1を参照.

4)統計処理

各大会問のミス数及びイージーミス数の比較は一元

配置分散分析を用いて解析した.また，得セットと失

セット聞のミス数及びイージーミス数の比較は対応の

ないt検定を用いた.両検定とも有意水準は5%未満

とした

3 結果

， )勝敗別のゲーム分析結果
3つの大会での本学男子バレーボール部における得

セットと失セットとの比較を行った結果をTable2に

示した.

Table 2. Relatio抽出pbetween wiIllling sets and losing sets of miss 
and easy miss. 

可両噂但.... 国t醐 t.tost 

Kyori館u 106(7.0[) [20('曲) n.s 
""'. 明咽唱団皿 [05(7.00) '[(5.40) 且S

E阿世u 35(2.33) 28(1.8η n.. 
偲sym泊，

可申阻唱団皿 2[([.40) [[(0百) P<O.05 

Data show由enumber血atcorresponds to each play. Data担由e
paren血田esshow each misplay nun由町/10回I皿isplaynumber. 
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t‘ .. 2.phas 3.~・" 惜車京' 咽 JFh 臥勧トトブ ，バs.9皐ー 山0--' 1'......ス。4•• 4 "縮帯. k ， 
抽 '個一亭企

量血主ヱHe.ム五皐

1 ・・t

1 1 A M 山タ

1 1 。 B M 山タ 試合のセヲトを肥λ
1 1 2 B R 。 レ←ヲ

1 1 。 2 M φー加 2. Ph・.. 
1 1 3 c R 
1 1 。 a B R 1.. .0-8点， :0:...9....17点.m. "18点以降
1 1 。 4 A M 山，

1 1 。 E D 自 注)どちらかがその点に筆した時点で ph・s・を変える
1 1 。 • D ロ

1 1 4 A R 3. mark 
1 1 。 7 B R 

1 1 5 B R 共立3たが得点したプレーにO即を肥λ
1 1 。 圃 A D 

1 E • A R 6 サーゴレシーゴ
1 E 。 a B D 

1 E 7 M φ 加

1 E 。 10 c R 
A"ーセッターがほとんど動かないでコンビが使えるサ

1 E s B R 

1 E • B M ホール
ヲレシヲ

1 E 。 11 B R 

1 E 10 M .-"'" B"・・セッタ が1メ トルほど動いてコン日を使用した

1 E 。 12 M サ4追及

1 E 11 M φー加 サーフレシ-7

1 E 。 " M サ加

1 E 12 B M 同タ c ・ 2段攻撃になったサーフレシ-7
1 E 。 " A R 

1 E 13 B R D" "・攻掌に提げられないサ ブレシ フ
1 E 。 " M φー加

1 E " B D S" "・サ Eスエ ス
1 E " 

A M ~<" 
1 E 。 ，. B R 

7 得点パタン
1 E 1・ B R 

1 E 。 " B R 
R. ..レセプションからの攻寧での得点

1 E " B R 1 E 。 " A D 

1 E 。 1・ B M 山， D" "・ディグからの攻事での得点

1 E " 
B R 

1 E 。 初 A R B"・・フロックでの得点

1 E 1・ c M 向"ゆ
1 E 。

" B R M'"相手のミスからの得点

1 E 。 22 c D 
1 E m c D S" "・サ日スヱス
1 E " B M 山タ

1 E 。 23 A R 8 ミスパターン
1 E 。 " A M ホール

1 E " A M 命日 ミスのパターンを肥入 倒)カットミス，スパイタミス
1 E 。 " B R 

Table 1.本研究で用いた評価シートの記入一例 9.10 イジミス

プレの中でイジミスをしたチム!こOを配入

得点失点に聞わらず簡単なミスをした場合その

種碩を毘入例}チャンスボールの処理，お見合いI

トスミス，コンビミス
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- ミスの評価

本学男子バレーボール部の勝敗セット別のミスに着

目して比較を行った結果，得セットのミス数は106回，

失セットでは120回であり，それを 1セットあたりに

算出すると得セットでは平均7.01回，失セットでは平

均8∞回であり，失セットのほうがミス数は多い傾向

があったものの有意な差は認められなかった.

同様に相手チームのミスについても検討した結果，

本学男子バレーボール部がセットを獲得した場合のミ

ス数は105回，失セットの場合は81回であった これ

を1セットあたりにしてみると，本学男子バレーボー

ル部がセットを獲得した場合は7.00回，失セットの場

合は5.04回であった.本学男子バレーボール部が獲得

したセットは相手チームのミス数が多く，本学がセッ

トを失った場合は相手チームのミス数が少ない傾向が

見受けられたが，有意な差は認められなかった.

. イージーミスの評価

次に3つの大会を通じての本学男子バレーボール部

の試合中におけるイージーミスについて着目してみ

ると，得セットでは35回，失セットでは28回であり，

これを 1セットあたりにすると得セットでは平均2.33

回，失セットでは平均1.87回であった.しかし，得

Table 3. Results of game an副ysisin each conventiOll. 

セットと失セット聞には統計的に有意な差は認められ

なかった.

同様に相手チームについて検討した結果，本学男

子バレーボール部がセットを獲得した場合のミス数

は21囲，失セットの場合は11回であった.これを 1

セットあたりにすると，得セットでは平均1.40回，失

セットでは平均0.73固であり，得セットと失セットの

聞に有意な差が認められた.

2) 大会別のゲーム分析結果

大会別のゲーム分析の結果をTable3に示した.平

成20年度秋季リーグ4試合，平成20年度春季リーグ

5試合，西日本大学バレーボール選手権4試合を対象

とした.ゲーム分析を行なったプレー数は平成19年

度秋季リーグが395プレー，平成20年度春季リーグが

564プレー，西日本大学バレーボール選手権が435プ

レーであった.総プレー数に占める本学男子バレー

ボール部の獲得点は平成20年度秋季リーグが205点，

平成20年度春季リーグが274点，西日本大学バレー

ポール選手権が205点であり，失点はそれぞれ190.

290. 230点であった.

幽薗
組sy""'. 

虻血1.... ta凶 μaynumber won points kNrt points Kyα皿曲 。押印恩ng.姐血 Kyorit阻 。阿国mgtoom

2007-A前置皿1.. 串'" 9 39' 20' 190 57(6.25) 69(7.62) 14{1.63) 7(0.75) 

2曲8-Spri哩 1制咽" 12 ， .. 274 290 71(6.23) 66('曲} 21(1.67) 11(0.90) 

2凹8-Kansaianvmtion ¥0 435 20' 230 69(6.79) 63(6.50) 27(2.83) 16(1.58) 

ANOVA 8.S n.s n.S 0.9 

Miss and e拙iymiss曲tashow the nwnber由.atcorresponds to e配:hplay. Data面白ep世田lthesesshow田 ch回isplay
number I total misplay number. 

- ミスの評価

各大会別のミス数の評価を行った結果，平成19年

度秋季リーグが57回，平成20年度春季リーグが71

回，西日本大学バレーボール選手権が69回であった.

また 1セットあたりのミス数はそれぞれ6.25. 6.23. 

6.79回であり，各大会問の比較をした結果，有意な差

は認められなかった また，相手チームの比較も同様

に行った結果，本学男子バレーボール部と同様に有意

な差は認められなかった.

. イージーミスの評価

Table 3で示したイージーミスをPhase別に表した

ものをTable4に示した.本学男子バレーボール部の

イージーミスをPhase別に比較した結果，有意な差は

認められなかった.また，同様に対戦チームについて

も検討した結果，有意な差は示されなかった.

4.考察

近年のバレーボールはプレーヤーの大型化や，チー

ム戦術の精密化かつ組織化が進み，これは世界のトッ

プレベルのチームに限られたことではなく，高校，大

学などでも同様である.とれは筆者の主観であるが，

ナショナルチームや実業団チームなどの試合を観察す

ると，強烈なスパイク，派手なブロック，鰍密なコン

ビネーションなどに目を奪われてしまうが，本来バ

レーポールは自チームのコート内にボールを落とさず，
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Table 4. Eva1uation of easy miss祖国chPhase under game. 

よア¥
K"宮北関 ""'"・....掲皿

E E E E 
20町一白1u皿1.唱~ 11(0.95ヲ 気，0.") 1(0.011) 。(0.00) 4(0.46) 2(0.1η 
2008-S伊唱kq国 9(0.73) 9(0.77) 7(0.5η 3(0.2η 4(0.33) 6(0.43) 

2008-K皿血民間国血園 町0.113) 4(0.42) 14(1.58) 6(0.511) 4(0.42) 6(0.58) 

ANOVA M u u u u M 

Data show the number that corresponds to each play. Data in the 
pa四n血田esshoweach田町misplaynumber / to匝I田町田isplaynu皿h町.

知何にして相手チームにボールを落とすかを競うゲー

ムであると考えている そのため，自チーム内にボー

ルがある際は，ミスをせず相手コートにボールを返す

ことが得点を獲得するための最低条件であり，最重要

事項であると思われる 学校体育における体育の授業

でのバレーボールを例にすると，試合を行わせても当

然ナショナルチームなどがみせるような攻撃は見受け

ることはできない.つまり，スパイクによる相手チー

ムに攻撃をかける前の段階でミスを犯してしまうため

攻撃まで移行することができないのである.こういっ

た状況は本学男子バレーボール部も同様であり，試合

中に自らミスをしてしまい，攻撃に繋げられない場面

が多々見受けられる.したがって，本学男子バレー

ポール部のレベルアップを考えた場合，ミスを如何に

減らし，攻撃機会を増やすことができるかを検討する

ことが重要であると考えている.そこで本研究は本学

男子バレーボール部強化を目的とするため，試合中の

ミス及びイージーミスに着目し，ゲーム分析を行うこ

とによって，本学男子バレーボール部の課題点を把握

し，今後のチームづくりの基礎資料とするととを目的

とした.

本研究の目的の一つは試合中のミス及びイージーミ

スが勝敗に及ぼす影響を検討するととであった.得

セットと失セットにおけるミスについて比較した結

果，本学男子バレーボール部及び相手チーム共に有意

な差は認められなかった.しかし，本学男子バレー

ボール部がセットを失った際は相手チームのミスが多

く，セットを失った際は本学男子バレーボール部のミ

スが多い傾向にあった.これはミスの数が勝敗に多少

なりとも影響していることを示唆しているといえる結

果である.次に本学男子バレーボール部がセットを獲

得した際と失った際のイージーミスについて比較した

結果，有意な差は認められなかった しかし，相手

チームのイージーミスについて比較した結果，本学が

セットを獲得した際は失ったセットよりもミスの数が

有意に高いことを示した.この結果を踏まえて考える

と，本学男子バレーボール部のミスは勝敗に影響せず，

相手チームのミスが多い場合は，本学がセットを獲得

する可能性が高いことを示している.本研究を実施す

る前の段階では，本学男子バレーボール部のミスが勝

敗に及ぼす影響が大きいと仮説を立てたが，本研究の

結果では確かに相手チームと比較して試合中のミス及

びイージーミスの数が多いものの，勝敗には影響を及

ぼさないことが明らかとなった.

本研究の目的のもう一つは本学男子バレーボール部

が出場した3つの大会における試合中のミス及びイー

ジーミスを縦断的に調査，比較することにより，本学

男子バレーボール部の成熟度を検討することであった.

しかし. 3つの大会聞の比較を行った結果，試合中の

ミス及びイージーミスにおいて有意な差は認められな

かった.また，イージーミスについては各セットを I

(前半). II (中盤). m (後半)の3つのPhaseに
分割して比較，検討を行ったが有意な差は認められな

かった.との結果から，本学男子バレーボール部の弱

点である試合中のミス及びイージーミスの克服には

至っていないことが示唆された.

本研究結果では本学男子バレーポール部の試合中の

ミス及びイージーミスについて，明確な結果として示

された項目はほとんどなかった.この理由としてデー

タ処理の方法が問題点としてあげられる.本研究の試

合中におけるミス及びイージーミスについては筆者が

独自に定義付けしたが，ゲーム分析中にミスと判断す

るか否かを騰跨するプレーがいくつか見受けられた.

そのようなプレーをどのように処理するかによって本

研究結果とは異なる可能性も示唆されるため，とれに

ついては今後検討する必要がある.

本研究は本学男子バレーボール部の強化を目的とし

て遂行した.試合中のミス及びイージーミスに着目し

た結呆，統計的に有意な差ではなかったものの，本学

男子バレーボール部が獲得したセットは相手チームの

ミス数が多く，本学がセットを失った場合は相手チー

ムのミス数が少ない傾向があった.また，ミス及び

イージーミスの回数は相手チームと比較して多かった.

本研究結果ではミス及びイージーミスと勝敗に関係性
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は認められなかったが，ミスの定義付け，統計方法な

どを再考すると結果が異なることも考えられるため，

とれについては今後の検討課題である.
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